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広
島
藩
儒
頼
春
水
（
一
七
哭
ー
一
〈
一
六
）
が
、
つ
ね
に
手
元
に
置
い

て
、
そ
の
見
聞
や
心
覚
え
を
記
録
し
て
い
っ
た
手
控
の
帳
面
の
一

つ
で
あ
る
『
掌
録
甲
寅
ー
庚
申
』
の
寛
政
十
一
年
（
一
七
究
）

こ
ろ
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

寿
巻
姓
名

。
三
宅
正
誼

（
朱
点
、
以
下
同
）

、
中
井
蹟
善

。
土
生
晋
民

。
河

子
龍

子
子
和
、
号
春
楼
、
オ
ニ
郎

雷
学
校
都
諧

字
子
慶
号
竹
山
、
善
太

同
上醤

讐
認
疇
心
闘
繍
炉

伯
潜
、
号
南
浜
、
河
野
忠
右
衛
門

麟
島
侯
邸
司

子
子
遠
、
号
誠
甫
、
宇
右
衛
門

畜
城
与
力

字
潤
甫
、
号
文
山
、
儀
一
郎

危
井
侯
儒
臣

頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊

。
隠
岐
秀
明

。
吉
松
修

の
と

。
平
義
綱

。

北

山

彰

。
吉
田
宜
方

。

江

村

綬

篠

応

道

゜
萱
野
来
章

。

提

寛

。
源
義
張

、

合

離

。

合

達

。
田

。
早
辮
之

。

片

猷

。
鳥
宗
成

頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊

醤

繹

髯

鱈

‘

永

介

量
髯
麟
国
讐

麟
虞
二
麟
謬
麟

字
子
明
、
号
鳴
門
、
田
中
七
郎
右
術
門

大
坂
処
士

平
井
斎
次

、
隠
士

字
紀
宗
、

近
江
人

字
元
章
、
号
席
庵

河
内
一
屋
村
人
、
医
業

省
吾

伊
予
宇
和
島
士
人

字
君
錫
、
号
北
海

京
人
、
儒
業

子
安
道
、
号
三
島

誓
処
士
、
儒
業

后闘
Jll

嬬賭

雰

麟

翫

情

‘

庄

兵

衛

字
琴
王
、
左
馬
介

京
人
、
阿
波
平
島
館
賓
、
儒
業

字
麗
王
、
号
斗
南
、
半
斎

京
人
、
儒
業

字
長
弥

合
離
子

頼

二
九

棋



「
寿
巻
」
と
は

張

天

雨

古

模

、

岡

豹

原

惟

孝

。

曽

之

唯

、

清

懃

井
坂
広
正

。

西

喝

直

。

山

崎

寛

凋

、
斎
藤
孟
翼

尾
藤

菅
。
趙

。
福

。
葛

。
田

頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊

肇
晋
帥

陶
斎

五
岳張政

(
r
r
)
 

三
十
五
名

臨
疇
い
長
崎
亀
五
郎

字
享
風
、
号
精
里
、
古
賀
弥
助

肥
飾
士
人

字
君
章
、
号
静
所
、
岡
田
善
次

阿
波
士
人

字
友
子
、
原
文
盛

京
人
、
医
業

字
希
曾
、
曾
谷
仲
助

京
人

字
公
績
、
清
田
大
太
郎

京
人
、
越
前
儒
臣

子
雲
隠
六
郎
右
衛
門

誓人
字
孟
清
、
号
古
愚
、
仁
右
衛
門

大
坂
人

字
玄
通

豊
後
小
倉
人
、
医
業

鱈

疇

｀

右

衛

門

謬
凰
麟
疇
戸
譴

字
礼
卿
、
号
茶
山
、
太
中

備
後
神
辺
処
士

名
養
、
字
仲
阻

西
土
人
之
子
、
住
泉
左
界

名
絢
、
字
太
初

備
後
尾
道
人
、
業
画

醇
汽
麟
貞
元

子
士
徳
、
六
兵
衛

誓人
「
丙
申
寿
巻
」

の
こ
と
で
、

安
永
五
年
（
一
七

二
十
三
人
亡
今
存
者
十
二
人

」

＼
文
化
九
年

（
朱
筆
）

「
七
）
壬
申

芙
）
丙
申
に
、
当
時
大
坂
に
住
ん
で
い
た
春
水
が
、
郷
里
安
芸
国

竹
原
下
市
に
あ
っ
て
七
十
歳
を
む
か
え
た
父
惟
清
（
号
亨
翁
）
の

た
め
に
、
先
輩
・
知
友
に
依
頼
し
て
書
い
て
も
ら
っ
た
寿
詩
等

を
、
春
水
手
づ
か
ら
二
巻
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
上
巻
は
、

三
宅
春
楼
の
「
令
徳
寿
羞
」
の
四
大
字
を
も
っ
て
巻
頭
と
し
、

以
下
中
井
竹
山
か
ら
篠
崎
三
島
ま
で
の
一
四
名
を
お
さ
め
、
下

巻
は
、
萱
野
銭
塘
以
下
森
田
士
徳
ま
で
の
ニ
―
名
を
お
さ
め
て
い

る。
い
ま
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
と
春
水
の
関
係
を
述
べ
る
余
裕
は
な

い
が
、
平
賀
中
南
は
春
水
在
郷
時
代
の
学
問
の
師
、
趙
陶
斎
と
片

山
北
海
は
上
坂
以
来
の
書
お
よ
び
学
問
の
師
で
あ
る
。
春
水
も
そ

の
一
員
で
あ
っ
た
北
海
を
盟
主
と
す
る
詩
社
混
沌
社
の
当
時
の
メ

ン
バ
ー
は
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
社
の
長
老
鳥
山
嵌
岳
•
田
中

嗚
門
、
以
下
細
合
斗
南
・
篠
崎
三
島
・
福
原
映
山
・
萱
野
銭
塘
・

葛
子
琴
•
隠
岐
菜
軒
・
西
祁
古
愚
•
河
野
恕
斎
•
岡
田
南
山
•
井

坂
松
石
ら
で
あ
る
。
混
沌
社
中
と
も
親
し
く
交
流
し
た
江
村
北

海
•
平
井
聴
雨
・
北
山
橘
庵
•
清
田
龍
川
（
江
村
北
海
の
子
で
像
斐

の
狼
子
と
な
る
）
ら
、
ほ
か
に
京
都
の
詩
人
た
ち
の
名
も
多
く
み
え

る
。
石
州
津
和
野
の
吉
松
文
山
と
は
、
そ
の
父
正
敬
（
大
坂
蔵
屋

敷
詰
）
以
来
の
知
己
で
、
春
水
は
こ
の
年
懐
徳
堂
の
『
大
日
本
史
』

を
筆
写
し
て
同
藩
に
納
め
て
い
る
。
西
国
諸
藩
の
「
士
人
」
た
ち

10 



と
の
交
流
も
多
い
。

尾
藤
二
洲
は
春
水
と
同
門
で
、
当
時
は
と
も
に
少
壮
の
朱
子
学

者
と
し
て
大
坂
で
門
戸
を
は
っ
て
い
た
。
や
が
て
安
永
六
年
の

暮
、
古
賀
精
里
が
京
都
か
ら
大
坂
へ
や
っ
て
来
て
、
彼
ら
と
朱
子

学
「
同
志
」
と
な
る
。
備
後
神
辺
の
菅
茶
山
は
那
波
魯
堂
の
弟
子

で
、
明
和
年
間
以
来
し
ば
し
ば
上
京
し
、
春
水
と
は
安
永
二
年
か

ら
の
旧
知
で
あ
る
。

そ
し
て
中
井
竹
山
。
竹
山
と
春
水
と
の
関
係
は
次
項
以
下
で
述

べ
る
こ
と
と
し
て
、
懐
徳
堂
主
三
宅
春
楼
の
次
に
、
竹
山
の
一
文

を
配
し
た
の
は
、
春
水
と
し
て
は
十
分
に
考
え
た
う
え
で
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
年
に
至
っ
て
も
、
最
も
春
水
が
尊

敬
し
た
先
輩
が
竹
山
で
あ
っ
た
。
早
野
仰
斎
は
竹
山
の
弟
子
で
あ

る
。
ち
な
み
に
趙
陶
斎
の
弟
子
で
、
春
水
在
坂
中
の
パ
ト
ロ
ン
的

存
在
で
あ
っ
た
森
田
士
徳
（
靱
の
両
替
屋
吹
田
屋
六
兵
衛
）
を
寿
巻

の
殿
に
配
し
た
の
も
春
水
の
性
格
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

春
水
は
こ
の
寿
巻
を
最
も
大
切
な
も
の
と
し
て
愛
蔵
し
た
、
と

思
わ
れ
る
。
寛
政
十
一
年
、
寿
巻
姓
名
を
記
し
た
と
き
、
三
五
名

（
三
宅
春
楼
は
人
数
に
入
っ
て
い
な
い
）
の
う
ち
す
で
に
二
三
名
が
こ

の
世
の
人
で
は
な
か
っ
た
。
人
名
の
上
に
。
印
を
付
け
た
人
び
と

で
あ
る
。
春
水
は
広
島
藩
儒
と
な
っ
て
大
坂
を
去
っ
て
か
ら
も
、

在
坂
中
の
先
輩
・
知
友
と
は
常
に
親
し
く
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
い

頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊

さ
ら
に
同

た
。
春
水
が
晩
年
に
至
っ
て
在
坂
中
の
諸
家
と
の
交
流
を
『
在
津

紀
事
』
止
に
ま
と
め
た
の
は
、
彼
の
人
生
に
お
い
て
、
そ
の
時
期

や
そ
の
頃
の
生
活
が
い
か
に
憶
い
出
深
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示

し
て
い
る
。
寿
巻
姓
名
の
あ
と
に
「
七
人
麟
鱈
九
年
」
と
朱
書
し
た

年
は
、
『
在
津
紀
事
』
脱
稿
後
二
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
文
化
九

年
(
-
全
―
-
）
と
い
え
ば
春
水
は
六
七
歳
で
あ
る
。
こ
の
時
の
生
存

者
は
七
名
、
寛
政
十
一
年
か
ら
こ
の
間
に
五
名
が
世
を
去
っ
た
。

人
名
の
上
に
朱
点
を
付
け
た
人
び
と
で
あ
る
。

翌
文
化
十
年
に
は
篠
崎
三
島
・
尾
藤
二
洲
が
没
し
、

十
三
年
に
は
春
水
自
身
が
棄
世
す
る
。

中
井
竹
山
（
一
幸
―
1
0

ー
ズ
0

四
）
は
、
春
水
よ
り
一
六
歳
の
年
長
で

あ
る
。
安
永
五
年
に
は
春
水
三
一
歳
、
竹
山
四
七
歳
と
な
る
。
春

水
と
竹
山
が
、
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
知
己
と
な
っ
た
か

は
よ
く
分
ら
な
い
が
、
『
在
津
紀
事
』
の
記
述
と
、
「
丙
申
寿
巻

」
中
の
竹
山
の
文
章
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
は
知
る
こ

と
が
で
き
る
。送

頼
君
千
秋
帰
省
啓
尊
大
人
七
秩
寿
筵
序

芸
国
頼
君
千
秋
、
初
以
舞
象
之
歯
、
来
遊
吾
土
、
匠
人
噴
ミ

乎
称
神
童
、
余
聞
之
日
、
善
突
未
也
、
凡
童
而
神
、
壮
或
不



頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊

霊
、
夫
人
湯
無
有
乎
爾
則
可
、
去
数
年
、
弁
而
復
来
、
衆
益

賛
之
、
殆
不
容
口
、
余
亦
梢
ミ
伝
其
辞
章
、
誦
之
曰
、
美
牟

未
也
、
蓋
才
貴
其
真
、
荀
不
真
子
オ
、
必
疵
子
徳
、
以
扇
偲

傲
而
鼓
浮
蕩
、
夫
人
渇
無
有
乎
休
則
可
、
居
数
年
、
獲
相
見

於
平
寿
王
氏
、
則
其
容
粛
、
其
色
温
、
与
之
言
、
警
敏
而
端

諮
、
謙
和
、
拍
其
学
深
、
厭
近
世
詭
僻
悠
謬
之
説
、
必
平
易

典
実
之
求
、
而
正
大
精
確
之
帰
、
賭
其
断
章
而
賦
累
腋
、
揮

翰
恰
如
峻
滞
之
水
、
奔
駿
灌
涸
、
油
乎
以
逝
、
余
之
往
日
過

慮
者
一
無
之
、
而
所
見
鍮
所
聞
万
ミ
、
廼
益
然
心
酔
、
遂
与

定
交
、
已
而
受
読
其
負
剣
録
、
盤
奉
其
尊
人
、
歴
覧
奥
羽
之

藉
也
、
滸
已
壮
突
、
文
亦
偉
突
、
乃
若
日
夕
引
翼
、
承
意
尽

歓
之
状
、
蒻
如
可
掬
、
乃
廃
書
而
歎
曰
、
有
是
哉
、
千
秋
其

有
基
若
弦
、
夫
行
百
而
善
万
、
挙
従
此
而
推
焉
、
宜
突
哉
、

身
守
布
素
、
而
声
馳
一
世
也
、
歳
丙
申
之
春
、
君
将
千
里
寧

蜆
、
蓋
尊
人
老
益
康
彊
、
今
也
其
杖
自
郷
達
国
、
乃
併
欲
幸

族
属
朋
旧
以
為
之
寿
也
、
戟
祭
且
有
日
、
過
而
謂
余
曰
、
宰

為
我
一
言
貴
行
且
以
致
祝
子
家
庭
、
余
曰
諾
哉
、
余
嘗
聞
之

也
、
尊
人
夙
昔
有
志
願
一
二
焉
、
其
一
曰
我
幸
有
丈
夫
子
、
我

不
必
欲
其
貴
美
富
厚
以
大
我
門
、
但
願
使
之
為
天
下
知
名
之

士
、
其
二
曰
我
好
国
詩
愛
山
水
、
我
不
必
欲
足
跡
循
四
方
、

但
願
一
観
於
富
獄
松
島
、
其
三
曰
郊
邑
之
民
草
屋
其
恒
、
我

郷
頗
股
賑
尤
戒
於
火
、
我
不
必
欲
峻
宇
広
夏
以
便
乎
安
侠
、

但
願
瓦
屋
而
匠
焉
、
君
之
二
弟
、
オ
性
相
亜
、
留
在
膝
下
、

共
克
家
而
能
取
願
、
去
歳
度
土
功
、
一
新
庫
宅
、
悉
甑
之
、

伯
氏
之
事
既
如
彼
、
叔
季
氏
之
為
又
如
此
、
尊
人
志
願
畢

突
、
今
而
後
益
安
其
養
、
心
益
愉
、
体
益
舒
、
則
松
栢
其

資
、
岡
陵
其
寿
、
以
璽
―
一
子
者
頌
蒻
之
意
、
凡
百
室
家
之

慶
、
愈
線
弗
善
焉
者
可
知
也
已
、
吉
人
天
之
所
祐
、
余
籟
必

之
於
天
也
、
遂
叙
以
為
贈
、
君
也
既
帰
、
躙
酒
撃
鮮
、
以
雖

賓
筵
、
瀞
湛
列
而
斑
爛
舞
之
日
、
誦
是
言
以
命
酌
者
亦
可

乎、

安
永
丙
申
仲
春浪

華
竹
山
居
士
中
井
積
善
拝
撰

以
上
が
竹
山
の
文
章
の
全
文
で
あ
る
。
春
水
の
人
物
・
学
識
を

賞
讃
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
父
の
人
柄
を
も
顕
彰
し
て
余
す
と
こ
ろ

が
な
い
。
書
は
、
春
水
が
「
春
楼
・
竹
山
一
社
を
成
す
。
書
法
、

皆
、
碩
奄
よ
り
来
る
。
」
（
『
在
津
紀
事
』
原
漠
文
。
頼
惟
勤
氏
の
「
在
津

紀
事
訳
註
第
一
稿
」
の
読
み
下
し
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
）
と
称
し
た
、

三
宅
石
庵
ゆ
ず
り
の
達
筆
で
あ
る
。
（
口
絵
写
真
参
照
）

さ
て
、
春
水
は
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
―
―
一
月
、
一
九
歳
の
と

き
、
持
病
で
あ
る
痔
疾
治
療
と
称
し
て
、
堺
の
医
師
竹
田
圃
進
を

訪
ね
、
大
坂
の
竹
原
問
屋
阿
波
屋
仁
右
衛
門
宅
に
四
カ
月
余
り
滞



在
し
た
。
こ
の
時
の
備
忘
録
で
あ
る
「
東
遊
雑
記
」
を
検
す
る

に
、
当
時
京
坂
で
名
の
知
ら
れ
た
―

-
0余
名
の
学
者
・
文
人
の

名
と
居
所
が
メ
モ
し
て
あ
る
。
春
水
は
そ
の
う
ち
七
十
数
名
を
訪

ね
た
と
推
測
さ
れ
る
。
頼
山
陽
撰
の
「
先
府
君
春
水
先
生
行
状
」

に
は
「
求
医
上
国
、
所
到
皆
田
舎
児
遇
之
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
明
和
二
年
（
一
七
査
）
に
結
成
さ
れ
る
混
沌
社
の
盟
主
片
山
北
海

を
は
じ
め
、
社
友
の
葛
子
琴
・
木
村
兼
直
堂
・
河
野
恕
斎
・
細
合

斗
南
•
田
中
鳴
門
・
佐
々
木
魯
庵
・
岡
白
洲
ら
に
会
い
、
京
都
で

は
江
村
北
海
・
那
波
魯
堂
・
斎
静
斎
•
吉
益
東
洞
•
松
岡
仲
亮
・

池
大
雅
を
訪
ね
て
い
る
。
江
村
北
海
宅
で
は
一
宿
の
恵
を
う
け
て

お
り
、
斎
静
斎
の
塾
の
入
門
簿
に
は
安
芸
竹
原
・
頼
弥
太
郎
の
名

が
み
え
て
い
る
。

春
水
は
堺
の
惣
年
寄
で
糸
年
寄
を
か
ね
る
豪
商
益
田
誰
軒
（
具

足
屋
次
兵
衛
）
宅
で
趙
陶
斎
に
会
っ
て
そ
の
知
遇
を
う
け
、
そ
の

緑
で
森
田
士
徳
の
援
助
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
竹
山
が
こ
の
「
神
童
」
の
噂
を
聞
い
た
の
は
こ
の
間
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
春
水
が
筆
硯
の
妙
に
よ
っ
て
「
神
童
」
の
称
を

得
た
の
は
も
っ
と
幼
少
期
の
こ
と
に
属
す
る
が
、
竹
山
は
成
長
を

ま
た
ね
ば
分
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
春
水
は
そ
の
後
、
明

和
三
年
に
「
身
上
拌
」
の
名
目
で
正
式
に
大
坂
に
遊
学
し
、
片
山

北
海
に
師
事
し
、
混
沌
社
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
ら
れ
、
社
友
か
ら

頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊

「
詩
豪
」
と
称
せ
ら
る
る
に
至
る
。
そ
し
て
明
和
七
年
に
上
坂
し

た
尾
藤
二
洲
と
と
も
に
朱
子
学
を
研
究
し
、
つ
い
に
そ
れ
ま
で
学

ん
で
い
た
古
文
辞
学
・
折
衷
学
を
排
し
、
朱
子
学
が
「
正
学
」
で

あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
竹
山
が
春
水
賞
讃
の

声
を
耳
に
し
、
詩
賦
・
文
章
を
読
ん
だ
の
は
こ
の
間
の
こ
と
で
あ

る
。
竹
山
は
真
の
オ
と
は
徳
を
と
も
な
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
し
て
、
ま
だ
全
面
的
な
信
を
お
か
な
か
っ
た
。

春
水
上
坂
後
「
数
年
」
し
て
、
「
平
寿
王
」
の
宅
で
竹
山
は
初

め
て
春
水
に
会
っ
た
。
『
在
津
紀
事
』
に
は
「
中
井
積
善
子
疫
、

竹
山
と
号
す
。
弟
、
積
徳
処
叔
、
履
軒
と
号
す
。
名
望
既
に
高

し
。
竹
山
、
平
九
齢
に
因
っ
て
我
が
社
に
来
り
、
往
来
、
交
り
熟

す
。
」
と
あ
る
。
平
寿
王
と
は
、
通
称
大
畠
官
兵
術
（
号
赤
水
）
と

い
い
、
明
石
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
の
邸
吏
で
あ
る
。
混
沌
社
同
人
で

あ
る
と
と
も
に
竹
山
に
師
事
し
て
い
た
。
混
沌
社
の
例
会
は
、
同

人
宅
で
持
ち
回
り
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、
赤
水
は
竹
山
に
参

加
を
よ
び
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
竹
山
は
、
そ
の
時
の
春
水
の
印

象
を
口
を
き
わ
め
て
褒
め
そ
や
し
て
い
る
。
さ
き
の
「
過
慮
」
は

―
つ
も
な
い
ば
か
り
か
、
耳
に
し
て
い
た
以
上
の
人
物
で
あ
る
、

と
。
そ
し
て
遂
に
「
定
交
」
を
結
ぶ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

竹
山
の
文
中
に
あ
る
『
負
剣
録
』
と
は
、
春
水
が
父
を
奉
じ
て

明
和
七
年
五
月
か
ら
閏
六
月
ま
で
の
三
カ
月
に
わ
た
り
奥
羽
に
遊

言



頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊

ん
だ
時
の
紀
行
文
で
あ
る
。
京
・
伊
勢
か
ら
東
海
道
を
上
り
、
父

亨
頷
の
宿
願
で
あ
っ
た
富
士
を
観
た
後
、
江
戸
に
数
日
滞
在
、
さ

ら
に
仙
台
か
ら
松
島
を
観
、
山
寺
を
経
て
酒
田
に
至
り
、
象
潟
・

出
雲
崎
・
柏
崎
・
普
光
寺
を
廻
っ
て
石
山
寺
に
詣
り
帰
坂
す
る
と

い
う
旅
程
で
あ
っ
た
。
竹
山
は
間
を
置
か
ず
著
わ
さ
れ
た
『
負
剣

録
』
を
読
ん
で
「
滸
已
壮
突
、
文
亦
偉
突
、
」
と
感
嘆
し
た
の
で

あ
る
。続

い
て
こ
の
よ
う
な
春
水
の
父
で
あ
る
亨
翁
の
こ
と
に
お
よ

ぶ
。
亨
翁
の
三
つ
の
「
志
願
」
で
あ
る
。
春
水
撰
「
先
府
君
亨
翁

行
状
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

吾
有
三
志
、
其
一
吾
有
丈
夫
子
、
願
其
能
明
志
知
道
、
解
褐

居
高
以
大
我
門
、
非
我
願
也
、
其
二
我
好
遊
、
得
観
富
嶽
則

足
、
足
跡
遍
子
天
下
、
我
則
不
欲
也
、
其
三
我
欲
相
依
更
宅
、

高
堂
大
夏
以
街
人
目
、
我
則
不
欲
也
、

志
顧
の
―
つ
は
男
子
が
あ
れ
ば
よ
く
そ
の
志
を
明
ら
か
に
し
、

道
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
竹
山
の
文
章
で
は

「
天
下
知
名
之
士
」
と
な
る
こ
と
を
願
う
と
あ
る
が
、
少
し
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
異
な
る
。
た
だ
し
、
ど
こ
か
の
藩
に
召
抱
え
ら
れ
た

り
、
家
門
を
大
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
期
待
し
て
い
な
い
。
ニ

つ
は
富
士
山
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
亨
頷
は
竹
山
の
文
章
に
あ
る

よ
う
に
和
歌
を
嗜
み
、
馬
杉
亨
庵
に
、
そ
の
没
後
は
小
沢
芦
庵
に

師
事
し
た
。
ま
た
旅
を
好
み
、
安
永
六
年
に
は
季
子
杏
坪
を
と

も
な
っ
て
石
見
の
高
角
神
社
に
遊
び
、
同
七
年
に
は
春
水
の
誘
い

に
応
じ
て
仲
子
春
風
と
吉
野
に
観
花
し
て
い
る
。
―
―
―
つ
は
居
宅
を

改
築
し
瓦
葺
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
防
火
対
策

で
、
人
目
を
驚
か
す
よ
う
な
「
高
堂
大
夏
」
を
望
ん
で
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
春
水
兄
弟
は
こ
の
父
の
「
志
願
」
を
実
現
す
る
た
め

に
努
力
し
た
。
そ
し
て
、
安
永
五
年
の
時
点
で
す
で
に
「
尊
人
志

願
畢
突
」
と
竹
山
は
記
し
、
膝
下
で
の
寿
筵
で
こ
れ
を
誦
め
、
と

結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

春
水
が
感
激
し
て
、
竹
山
の
文
章
を
巻
首
に
配
し
た
の
も
う
な

ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

春
水
は
そ
の
『
師
友
志
』
に
お
い
て
、
竹
山
•
履
軒
兄
弟
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
こ
れ
も
頼
惟
勤
氏
「
師
友
志
訳

註
第
一
稿
」
の
読
み
下
し
に
よ
る
）
。

中
井
兄
弟
、
兄
は
梢
善
、
字
は
子
慶
、
号
は
竹
山
、
善
太
と

称
す
。
弟
は
積
徳
、
字
は
処
叔
、
号
は
履
軒
、
徳
次
と
称

す
。
其
の
先
は
播
の
龍
埜
の
人
。
後
、
大
坂
に
徒
る
。
其
の

父
驚
竜
よ
り
已
に
名
儒
為
り
。
兄
弟
並
び
に
五
井
蘭
洲
を
師

と
す
。
竹
山
、
魁
梧
奇
偉
、
経
を
治
む
る
こ
と
精
密
、
詩
文

四



は
雄
渾
雅
健
、
世
の
推
す
所
と
為
る
。
履
軒
は
較
ミ
偏
僻
に

し
て
事
事
凡
を
超
ゆ
。
詩
は
必
ず
古
韻
を
用
ひ
、
沈
約
の
政

を
奉
ぜ
ず
。
文
は
則
ち
以
為
く
、
東
披
の
後
、
文
無
し
と
。

竹
山
、
時
に
胆
張
気
傲
の
態
有
り
。
而
し
て
好
人
為
る
を
害

せ
ず
。
長
子
曽
弘
、
字
は
伯
毅
、
文
藻
敏
捷
、
今
古
比
ひ

竿
な
り
。
一
夜
に
十
賦
を
作
る
こ
と
再
た
び
な
り
。
齢
一
―
-
+

余
、
病
を
発
し
て
起
た
ず
。
竹
山
、
懐
徳
書
院
を
創
る
。
次

子
曽
縮
、
嗣
い
で
院
長
と
為
る
。
竹
山
、
人
と
為
り
、
事
を

謀
る
こ
と
周
備
、
又
事
を
幹
す
る
の
オ
有
り
。
履
軒
、
持
論

奇
僻
、
皆
人
と
乖
き
、
自
ら
幽
人
と
号
す
。
兄
弟
、
皆
山
斗

の
望
有
り
。
但
、
其
の
学
、
程
朱
を
信
じ
て
純
な
ら
ざ
る
を

恨
み
と
為
す
。

「
但
」
以
下
の
春
水
の
評
価
が
注
目
さ
れ
る
。
「
純
」
な
朱
子

学
者
を
も
っ
て
任
じ
た
春
水
に
し
て
始
め
て
こ
の
よ
う
に
言
え
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
懐
徳
堂
の
学
問
は
、
竹
山
に
し
ろ
履
軒
に
し

ろ
「
純
な
ら
ざ
る
」
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
頼
春
水
・
尾
藤
二
洲
・
古
賀
精
里
ら
は

竹
山
や
履
軒
と
最
も
親
し
く
学
問
上
の
交
流
を
も
っ
た
。
と
く
に

二
洲
は
履
軒
と
親
し
か
っ
た
と
い
う
。
安
永
七
年
閏
七
月
、
彼
ら

は
「
作
文
会
」
を
結
成
し
て
月
一
回
の
会
合
を
持
つ
こ
と
と
し

た
。
履
軒
は
九
月
に
入
会
し
た
。
春
水
よ
り
一
四
歳
の
年
長
で
あ

頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊

豆

る
。
同
年
十
月
の
弟
春
風
に
宛
て
た
春
水
の
書
簡
で
、
作
文
会
の

模
様
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

近
著
遣
し
候
様
被
申
越
、
即
古
賀
と
幽
人
の
文
写
さ
せ
遣

候
、
古
賀
ハ
天
オ
ニ
テ
候
、
幽
人
ノ
文
不
凡
二
て
候
、
幽
人

ハ
此
間
之
文
会
の
題
二
て
候
、
信
玄
謙
信
不
知
兵
と
ハ
キ
レ

ハ
ナ
レ
テ
而
シ
テ
正
説
二
候
、
両
様
返
却
二
不
及
候
、
此
間

の
会
の
席
上
の
題
ハ
志
デ
北
条
答
元
主
書
、
此
方
豊
公
檄
一
二
韓

文
、
古
送
遣
唐
使
序
、
幽
人
与
仲
麻
呂
在
唐
書
と
申
事
二
候
、

古
賀
の
差
図
三
人
ハ
当
惑
グ
ッ
ト
し
て
居
候
へ
共
、
皆
々
四

ツ
時
二
出
来
候
、
案
外
宜
敷
出
来
の
祝
ヒ
ト
テ
幽
人
連
飲
快

談
罷
帰
候
事
二
候
、
い
つ
れ
も
英
雄
二
て
候
、
此
等
事
聞
及

自
家
之
警
鞭
二
可
被
致
候
、

幽
人
は
い
う
ま
で
も
な
く
履
軒
、
志
手
は
二
洲
で
あ
る
。
履
軒

が
こ
の
時
作
っ
た
「
甲
越
論
」
「
擬
与
留
学
生
阿
部
仲
麻
呂
書
」

は
『
弊
帯
続
編
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
十
一
月
十
―
―
―

日
付
書
簡
で
は
、
二
洲
に
と
っ
て
精
里
は
「
法
家
払
士
」
、
履
軒

は
「
敵
国
外
息
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
必
須
の
益
友
な

の
で
あ
る
。

春
水
は
、
懐
徳
堂
の
『
大
日
本
史
』
を
借
用
し
て
安
永
四
年
か

ら
七
年
ま
で
の
間
に
前
後
四
回
筆
写
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
所
か

ら
の
依
頼
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
竹
山
あ
た
り
の



頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊

勧
め
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
春
水
一
人
で
筆
写
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
友
人
・
門
弟
や
郷
里
の
弟
も
協
力
し
た
。
そ

の
う
ち
一
部
は
先
述
の
よ
う
に
津
和
野
藩
へ
、
一
部
は
広
島
藩
へ

献
本
さ
れ
、
春
水
が
広
島
藩
儒
と
し
て
登
用
さ
れ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
春
水
ら
が
わ
が
国
の
歴
史
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
ま
た

豊
富
な
知
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
春
水
は
竹
山
か
ら
、
そ
の
師
五
井
蘭
洲
の
『
非
物
篇
』

と
竹
山
の
『
非
徴
』
の
校
閲
を
頼
ま
れ
て
い
る
。
春
水
は
こ
れ
に

つ
い
て
「
誠
二
祖
来
頸
ヲ
延
テ
罪
ヲ
請
候
事
二
候
、
し
か
し
君
子

温
雅
ヲ
害
シ
可
申
か
と
も
存
侯
、
快
々
ノ
文
字
二
て
候
、
」
（
安
永

七
年
八
月
四
日
付
書
簡
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
二
書
は
、
安
永
八

年
四
月
に
至
っ
て
町
奉
行
か
ら
出
版
許
可
の
内
意
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
当
時
朱
子
学
者
仲
間
の
間
で
評
判
と
な
っ
て
い
た
ら
し

く
、
春
水
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

非
物
・
非
徴
早
々
竹
山
へ
達
候
、
此
書
二
て
も
古
賀
不
承
知

之
所
多
ク
有
之
候
、
尤
至
極
二
存
候
、
志
手
申
ハ
、
天
下
古

今
人
を
罵
詈
ノ
言
ハ
竹
山
の
非
徴
二
集
り
可
申
候
、
祖
来
ノ

一
か
所
も
い
ふ
と
ハ
無
之
、
多
ク
さ
け
ぶ
ほ
ゆ
る
な
と
有
之

候
と
申
候
故
、
そ
れ
ゆ
へ
か
口
と
ハ
不
申
多
く
啄
嘴
な
と
有

之
卜
申
候
ヘ
ハ
、
い
か
様
と
申
古
賀
・
志
手
一
笑
い
た
し
候

ニ
て
候
、
（
安
永
八
年
五
月
十
五
日
付
書
簡
）

ま
た
、
安
永
七
年
閏
七
月
五
日
付
書
簡
に
は
、
「
此
方
へ
も
竹

山
之
嫡
子
当
朔
日
よ
り
入
門
、
素
読
手
本
等
遣
候
、
竹
山
な
と
学

ニ
ハ
深
キ
事
二
て
候
、
此
方
ニ
ハ
段
々
辞
謝
候
へ
と
も
、
何
分
来

秋
迄
ハ
承
知
仕
く
れ
と
の
事
二
候
、
」
と
あ
り
、
竹
山
の
長
子
遠

蔵
（
の
ち
淵
蔵
）
が
春
水
に
入
門
し
て
い
る
。
先
述
の
『
師
友
志
』

で
春
水
が
「
文
藻
敏
捷
、
今
古
比
ひ
竿
な
り
。
」
と
評
し
た
中
井

蕉
園
が
一
五
歳
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
一
事
は
、
竹
山
の

春
水
に
対
す
る
信
頼
の
ほ
ど
を
最
も
よ
く
物
語
っ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。春

水
の
竹
山
に
対
す
る
尊
敬
の
念
は
、
竹
山
が
月
下
氷
人
と
な

っ
て
く
れ
た
こ
と
で
頂
点
に
た
っ
し
た
。
そ
の
間
の
経
緯
を
両
人

の
書
簡
に
よ
っ
て
紹
介
し
よ
う
。
安
永
八
年
、
す
で
に
三
四
歳
に

な
っ
て
い
る
春
水
の
結
婚
に
つ
い
て
、
竹
山
や
森
田
士
徳
ら
が
い

ろ
い
ろ
気
を
遣
っ
て
い
た
ら
し
い
。
同
年
八
月
一
日
付
春
水
書
簡

に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

竹
山
ョ
リ
先
頃
切
々
万
四
郎
（
注
、
杏
坪
。
こ
の
年
上
坂
、
七

月
帰
郷
）
未
解
網
候
ヤ
ト
申
来
り
候
、
何
事
ゾ
ト
承
候
ヘ
ハ

例
之
室
家
ノ
世
話
ナ
リ
、
帰
蓑
モ
セ
ズ
候
所
ナ
レ
バ
時
二
後

レ
ヌ
モ
可
卜
存
候
、
士
徳
も
家
内
ニ
テ
何
角
卜
申
居
候
ト
ヤ

四
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ラ
内
室
ノ
沙
汰
ナ
リ
、
先
々
大
人
（
注
、
父
亨
翁
）
へ
計
り
可

被
申
候
、
子
琴
何
ャ
ラ
竹
山
ふ
申
来
候
ニ
テ
東
西
周
旋
、
平

岩
此
事
聞
付
ケ
聞
合
玉
ハ
リ
候
事
深
切
不
堪
感
荷
候
事
共
ニ

候、
七
月
二
十
九
日
、
竹
山
は
竹
原
の
春
風
・
杏
坪
宛
の
書
筒
を
認

め
、
春
水
の
結
婚
に
つ
い
て
は
昨
年
亨
頷
上
坂
の
折
一
任
さ
れ
た

こ
と
、
こ
の
た
び
心
当
り
が
あ
り
、
春
水
に
伝
え
た
と
こ
ろ
内
諾

を
得
た
こ
と
、
亨
翁
は
じ
め
各
位
が
承
諾
さ
れ
る
な
ら
さ
ら
に
聞

合
せ
る
、
と
連
絡
し
た
。
相
手
は
竹
山
の
知
り
合
い
で
池
田
の
人

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
破
談
に
な
っ
た
。
八
月
十
八
日
の
春
水
書

簡
で
は
「
竹
山
之
書
先
書
二
申
遣
候
、
所
謂
縁
談
之
一
件
、
又
々

外
二
有
之
、
此
方
可
然
候
と
竹
山
申
事
二
候
、
今
一
書
可
差
造
と

被
申
候
故
、
此
元
定
候
上
ノ
事
、
度
々
御
苦
労
と
謝
置
候
、
外
と

（

r
マ）

ハ
西
ロ
ノ
篠
田
ト
一
先
生
ノ
所
生
二
候
、
」
と
新
た
に
篠
田
の
話

が
持
ち
上
っ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

そ
の
後
九
月
十
五
日
、
竹
山
は
、
池
田
と
同
じ
「
蘭
洲
旧
緑
之

内
」
に
も
う
一
っ
良
い
話
が
あ
り
、
「
先
方
ハ
勿
論
拙
夫
義
緑
旧

懇
之
事
故
、
先
比
罷
越
直
談
二
及
、
再
応
も
其
後
引
合
候
処
、
彼

方
甚
懇
望
之
義
二
返
答
有
之
候
、
右
之
一
口
兼
而
存
知
居
申
候
方

に
候
へ
と
も
、
緑
女
外
ヘ
ハ
出
し
申
間
布
様
子
に
承
り
居
候
故
、

是
迄
存
寄
も
不
申
候
所
、
近
比
に
至
り
様
子
一
変
、
出
嫁
之
方
ニ

頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊

一七
右
之
妹

同

義
斎
弟
同
居

篠
田
貞
蔵

相
定
申
候
、
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
釣
書
を
竹
原
へ
送
っ
た
。

代
々
ハ
医
家
に
て
大
坂
白
髪
町
住

旧
称
篠
田
徳
安

イ
I飯

岡
義
斎

右
朱
学
之
質
行
醇
儒
に
て
信
従
之
徒
も
多
有
之
候

小
豆
島
之
産

当
縁
女

娘
二
十
歳

二
女

子
一
男

一
義
斎
男
子
無
之
故
、
不
得
止
事
聟
義
子
に
て
可
致
哉
と
年

来
心
懸
候
へ
と
も
、
相
応
之
人
物
も
無
之
、
追
々
女
子
も

嫁
年
に
逼
り
候
故
、
名
跡
は
弟
を
以
相
続
為
致
、
医
業
相

立
、
自
分
ハ
故
有
而
飯
岡
之
姓
を
用
、
女
子
ハ
出
嫁
之
稼

り
に
近
比
相
決
申
候
事

一
緑
女
婦
功
ハ
十
分
二
出
来
申
候
、
手
並
も
相
応
二
宜
敷
候

よ
し
、
見
及
候
事
ハ
無
之
候

一
婦
徳
随
分
柔
順
無
非
相
聞
へ
申
候

―
二
十
人
並
二
見
受
申
候
、
装
飾
質
実
少
も
目
に
立



頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊中

井
善
太

不
申
候
様
子
に
て
候

一
筋
目
ハ
宜
敷
由
兼
而
承
り
居
申
候
、
委
細
之
義
ハ
未
相
龍

し
不
申
候

一
資
装
ハ
一
向
二
調
不
申
候
、
実
二
当
分
之
我
衣
我
私
挟
箱

壱
荷
箪
笥
一
長
持
一
、
此
外
一
芥
も
増
添
出
来
申
間
布
と

の
事

一
拙
者
義
妹
嗜
配
し
申
候
長
島
惣
介
之
母
之
為
二
右
義
斎

ハ
佳
に
て
候
、
右
惣
介
と
齢
ハ
余
程
違
候
へ
と
も
、
内
外

兄
弟
二
当
り
候
と
覚
へ
申
候
、
拙
夫
も
右
之
義
縁
を
以
、

年
来
心
易
出
会
申
候
事
に
御
座
候

荒
増
右
之
通
り
に
御
座
候
、
以
上

九
月（

春
風
）

頼

千

齢

様

（
杏
坪
）

頼
万
四
郎
様

縁
女
の
名
は
静
子
と
い
う
。
竹
山
の
釣
書
は
さ
す
が
に
要
領
よ

＜
篠
田
家
と
静
子
の
様
子
や
人
と
な
り
を
伝
え
て
い
る
。
五
井
蘭

洲
と
の
関
係
も
こ
れ
で
は
っ
き
り
と
す
る
。
竹
山
は
春
水
へ
の
添

書
で
「
先
夜
ハ
勿
々
遣
憾
、
然
者
御
国
へ
之
一
通
認
見
申
候
而
懸

御
目
候
、
灼
口
多
候
て
可
厭
な
と
可
被
思
召
哉
、
如
何
、
呵
々
、
」

と
述
べ
て
い
る
。
春
水
は
弟
た
ち
に
次
の
よ
う
に
っ
て
い
る
。

別
帯
中
井
ふ
又
々
書
札
を
被
越
候
、
此
外
承
候
事
多
候
へ

共
、
此
外
二
さ
の
ミ
可
申
進
事
も
無
之
候
、
篠
田
頷
竹
山
へ

被
申
候
ニ
ハ
、
別
二
自
慢
ハ
無
之
候
、
縫
針
を
能
ク
仕
候
、

生
来
琴
ヲ
習
ハ
せ
候
事
無
之
候
、
此
ニ
ツ
の
ミ
自
慢
と
被
申

候
由
物
語
二
候
、
此
二
て
大
抵
要
領
ヲ
湯
可
申
候
、
竹
山
ハ

何
と
そ
此
返
書
早
々
承
度
、
扱
又
納
幣
等
之
事
、
尊
翁
御
指

図
等
ハ
無
之
哉
な
と
申
候
得
共
、
是
等
別
段
有
之
間
敷
、
土

風
二
従
ひ
時
宜
ヲ
考
へ
可
申
事
と
申
置
候
、
大
抵
十
二
八
九

此
度
之
分
二
従
ひ
可
申
、
（
九
月
十
六
日
付
書
簡
）

九
月
二
十
四
日
付
の
春
水
書
簡
で
は
す
で
に
静
子
と
の
結
婚
を

決
定
し
、
納
幣
・
引
取
り
準
備
・
媒
酌
等
々
に
つ
い
て
報
じ
て
い

る。

篠
田
方
一
件
一
決
二
而
候
、
昨
日
も
又
々
竹
山
へ
参
及
此
事

候
、
平
岩
も
折
角
奔
走
、
何
分
可
然
、
此
官
似
合
敷
有
之
間

敷
、
急
々
一
決
候
様
皆
人
被
申
候
事
故
、
段
々
承
龍
候
所
、

先
ハ
無
瑕
二
相
聞
候
、
夫
故
納
得
候
旨
及
内
通
候
、
左
候
へ

ハ
納
幣
之
事
、
冒
ヲ
必
可
避
候
二
非
候
へ
共
、
願
ハ
今
月

之
内
二
仕
候
て
ハ
如
何
卜
竹
山
内
意
随
分
尤
二
相
聞
へ
、
夫

故
此
旨
一
応
士
徳
へ
申
談
候
上
卜
申
置
候
段
相
考
候
所
、
一

応
其
地
之
消
息
承
候
上
二
可
仕
内
決
申
候
、
先
書
二
遠
方
彼

此
二
不
及
候
旨
、
竹
山
へ
も
此
方
へ
も
被
申
越
候
得
共
、
所

八



詮
此
方
引
受
候
事
、
来
月
来
々
月
二
も
相
成
候
ヘ
ハ
、
其
内

ニ
ハ
是
非
共
一
消
息
ハ
可
有
候
ヘ
ハ
、
然
レ
ハ
其
時
二
納
釆

ャ
ラ
引
越
ャ
ラ
ト
事
急
二
取
計
可
申
候
、
当
月
二
必
遣
候
事

差
急
キ
候
訳
も
無
之
候
、
此
段
ハ
竹
山
も
其
旨
尤
と
の
事
ニ

昨
夕
参
侯

候
、
士
徳
ハ
留
守
二
而
未
及
其
事
候
、
此
男
左
様
之
頓
着
如

何
様
と
も
と
申
事
二
候
、
彼
此
平
岩
へ
士
徳
談
合
ハ
行
届
候

事
二
候
、
子
琴
卜
安
道
卜
談
し
、
内
普
請
之
事
急
二
可
仕

候
、
此
事
等
扱
々
混
雑
大
雑
費
と
被
存
候
、
引
越
候
事
、
篠

田
よ
り
竹
山
へ
兼
而
ハ
来
春
卜
申
事
二
候
得
共
、
竹
山
よ
り

大
人
之
御
内
意
等
ヲ
先
方
へ
申
通
候
ヘ
ハ
、
此
方
来
春
卜
申

ハ
必
覚
資
装
等
之
修
理
用
意
之
事
也
、
皆
私
意
也
、
此
方
ニ

此
方
ノ

も
実
ハ
急
々
取
結
片
附
度
候
ヘ
ハ
同
意
と
の
事
、
何
分
来
々

一
意

月
五
日
十
五
日
、
或
ハ
廿
日
廿
五
日
な
と
4

可
仕
か
と
存

（ご）

候
、
大
坂
之
風
俗
二
而
媒
灼
ハ
其
両
家
よ
り
下
等
之
者
仕
候

事
也
、
然
ル
所
竹
山
自
此
儀
可
仕
と
の
事
、
納
釆
之
使
者
ハ

丹
六
ヲ
避
ひ
可
申
様
申
候
得
共
、
是
ハ
香
清
等
可
仕
か
と
存

候
、
そ
れ
共
此
瑣
事
如
何
様
二
も
可
相
成
候
、
右
納
釆
ハ
時

宜
二
従
ひ
可
申
候
、
凡
ソ
帯
代
と
て
金
壱
片
、
或
ハ
五
百
疋

千
疋
、
鰹
節
・
酒
尊
な
ど
い
ふ
類
な
る
べ
し
、
是
等
先
方
殊

外
軽
々
二
仕
く
れ
と
の
懇
意
之
諭
も
相
聞
候
、

長
文
の
引
用
と
な
っ
た
が
、
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
が
手
に

頼
春
水
在
坂
時
代
の
中
井
竹
山
と
の
交
遊

冗

と
る
よ
う
に
分
る
。
さ
て
納
幣
は
士
徳
ら
の
勧
め
も
あ
っ
て
九
月

末
日
に
行
な
っ
た
。
表
向
の
媒
酌
は
竹
山
で
あ
る
が
、
使
者
に
は

本
屋
文
助
と
い
う
者
が
立
っ
た
。
幣
物
は
、
帯
代
金
五
百
疋
・
鰹

節
に
絹
地
一
反
を
添
え
た
。
竹
山
は
「
そ
れ
ハ
過
候
、
三
百
疋
ニ

て
可
然
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
春
水
は
弟
に
「
必
礼
服
二
て
墓

下
へ
告
可
給
候
．
」
と
頼
ん
で
い
る
（
九
月
二
十
五
日
付
書
簡
）
。
そ
の

後
十
一
月
四
日
、
春
風
が
竹
原
か
ら
上
坂
し
、
八
日
に
一
同
は
篠

田
家
へ
行
き
「
新
迎
之
礼
」
を
取
り
行
な
っ
た
。

余
の
燕
爾
に
於
け
る
、
竹
山
自
ら
氷
人
と
為
る
。
岳
翁
の
歯

徳
を
崇
び
、
且
つ
家
居
の
托
有
る
を
以
て
な
り
。
時
に
十
一

月
為
り
。
余
冬
日
に
炉
せ
ざ
る
こ
と
已
に
久
し
。
子
原
〔
今

井
重
憲
。
佐
兵
衛
と
称
す
〕
家
人
の
為
に
一
炉
を
送
る
。
此
に

於
い
て
始
め
て
炉
有
り
、
女
僕
有
り
。
是
の
時
、
竹
山
、
合

香
の
頌
を
作
り
、
都
下
伝
へ
称
す
。
（
『
在
津
紀
事
』
）

翌
年
末
、
山
陽
が
生
ま
れ
、
次
の
年
に
は
春
水
は
広
島
藩
儒
に

登
用
さ
れ
、
大
坂
を
去
る
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
「
丙
申
寿
巻
」
お
よ
び
文
中
の
書
簡
類
は
、
す
べ
て
竹

原
・
春
風
館
所
蔵
。

（
広
島
大
学
助
教
授
）




